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前号で校長が「専門性の向上」で触れましたが、本年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律」（障害者差別解消法）が施行されたことにより、公立学校では障がいのある全ての児童生

徒に「合理的配慮」を提供することが義務づけられました。この「合理的配慮」は、個別の教育支援計

画に明記することが望ましいとされていますが、その実現に向けて夏季休業中に『実践講座』の中で研

修の機会を設けました。 

「合理的配慮」と従前から行ってきた配慮の考え方について、文部科学省中央

教育審議会の分科会報告を踏まえたうえで、個別の教育支援計画に記述されてい

る「支援の手立て・配慮」を再検討してみました。その中で、『合理的配慮の観

点－①教育内容・方法、②支援体制、③施設・設備の３観点（１１項目）』から

見直したときに、さらに合理的配慮として提供すべき内容が見えてきたり、見直

しをすべき点に気づいたりすることができました。また、「支援の手立て・配慮」

を保護者に説明はしているものの、必ずしも合意形成とはいえない状況もあることがうかがえました。 

今後に向けては、『合理的配慮の観点を踏まえ、可能な限り合意形成を図ること』を念頭に、学校に

おける更なる支援の充実はもちろん、学校・家庭・地域社会が一層連携を深め、一人一人の自立と社会

参加を支えていくための合理的配慮の提供を目指していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域支援センター主任 深松 さつき        

発達に心配のある就学前のお子さんと保護者さんを対象にした「きらり親子教室」がはじまりました。 

○「一緒に遊びを楽しみます」・・人とのかかわりを楽しみ、運動や認知などの発達を促すための支援を行い

ます。 

○「一緒にお子さんの成長を支えます」・・かかわりについての視点をその都度言葉などで丁寧に伝えます。 

○「一緒に考えます」・・療育に関する相談や助言、必要な情報等の提供を行います。 

以上３点を目的とし、運営をしています。具体的には、一組の親子さんと本校スタッフが遊びを中心とした

活動を３０分、その後スタッフとの懇談、及び相談（その際子どもさんは、スタッフと遊んで待ちます）

を３０分行います。計１時間あまりの活動になります。 

 

０２４８－７６－２５１１へお電話ください。 

「地域センターの相談担当者につないでください」で担当の者がお話 

を伺います。日程等の御希望をお伺いします。 

お子さんと一緒に楽しい時間を過ごしましょう。 

 

 

 

きらり主催『実践講座報告』・・・学校における合理的配慮   教頭 大槻孝昭 

地域支援センター「きらり親子教室」 
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～医療機関とのよりよい関係～ 

本校のように病弱の子どもたちのための特別支援学校においては、小児科、小児精神科、心療内科な

どの専門医との連携が必要不可欠となっています。児童生徒と保護者の方々については、入学する前か

ら専門的な診療を行ってくれる医療機関との関係を密にし、治療をしながら日々の生活を送ってきてい

ます。学校では、入学時に授業等学校生活における配慮事項について、

主治医からの診断書や意見書等を書いていただき、個別の教育支援計画

などに反映させるなど様々な支援に生かしています。 

さらに、そうした基本的つながりを軸に、医療との連携が双方向の連

携となるように、保護者と主治医の了承が得られた場合に、受診時に担

任等が同行させていただいているケースもあります。保護者とともに学

校生活や家庭生活における子どもの様子を伝え、子どもが抱えている問題点について医学的背景、医療

上の配慮事項などの情報を直接、主治医よりいただき、それぞれの立場での役割についても確認するこ

とにもつながっています。子どもを中心とした関係機関との連携のひとつとして、医療・家庭・学校の

連携を継続的に作っていくように努めていきたいと考えています。 

 

                                 文責 高等部 滝沢昌彦 

                              

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      【本の紹介者】保健主事 算数数学科主任  星 ひろ子 

 

                     

『授業公開と懇談会』のご案内    

 地域の小・中・高等学校の教員、関係機関の方々を対象に１月 

１７日（火）に授業公開と懇談会を行います。 

                   テーマ「児童の特性を踏まえた授業の工夫（仮）」です。 

                   御案内を御覧頂き、是非御参加下さい。お待ちしております。 

               

                                                           

 

遊びの中で子ども達に「気づく力」「見

る力」「考える力」などが養われるように、

学習場面においても様々な配慮が必要

です。そのために我々教師は、「自らやっ

てみたいな」と思えるような、一人一人の

心を支えるような「手立ての工夫」を日々

大切にしています。 

「算数なるほど大図鑑」 

監 修：桜井 進 

出版社：ナツメ社 

小学生はもちろん、中学生も

高校生も大人も楽しめる本

です。本校図書室にもありま

すので、ぜひ御覧ください。 

 

「１％の力」                

著 者：鎌田 實 

出版社：河出書房新社 

「個人も社会も幸福にする。

小さいけれど、とてつもない

力。」を感じて元気になれま

す。 

 

精神医学を学ぶ際に、最初に

手に取った本で、お勧めです。 

本の紹介 


